
Arbortext® で専門書籍の自動組版を実現
コンテンツのマルチメディア展開も加速
ペーパーレスとWeb化の流れに従来型ビジネスモデルの変革を迫られている印刷出版業界。
そのなかにあって、データベース活用ノウハウで市場を切り拓いているサンビプロダクトセンター。
同社は Arbortext® Advanced Print PublisherTMの導入で、ベストセラー書籍の自動組版を
達成すると同時に、書籍コンテンツのマルチメディア展開を加速させている。
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書籍制作の先端企業

　理工学書や医学書、学会誌や論文誌など学術系の専門書籍の
編集・組版・制作で高い評価をうける三美印刷。その編集制作
部門が独立し、書籍制作に関わるデータベース構築からシステム開
発、マルチメディア展開など、出版の先端領域に特化した事業を展
開するのがサンビプロダクトセンターだ。
　1,000 ページにもおよぶ便覧や辞典の編集制作に独自のノウハ
ウを持つ同社は、専門書籍の制作を数多く手がけるが、なかでも、
『今日の治療薬』（南江堂）は書店ランキングで常に上位を占めるベ
ストセラーだ。
　『今日の治療薬』は現在医療現場で使用されている薬の最新情
報を「薬剤名」「組成・剤形・容量」「用量」「備考」という区分で簡
潔に紹介したものだが、その組版の構造化ルールは決して単純な
ものではない。サンビプロダクトセンターはデータベースとプログラ
ミングを駆使し、このコンテンツを自動組版すると同時に、電子辞
書への展開を支援している。この自動化のインフラが PTC の
Arbortext Advanced Print Publisher (APP) だ。

高まる要件、増大する負荷

　便覧や名簿、目録といった書籍は、大量の情報を体系的に整理
して見せなければならない。そのためにはヘッダーや脚注、ページ、
索引の整合性はもちろん、記号や行間、文字量など情報の体裁の
微妙な調整が欠かせない。
　APPを導入する前、サンビプロダクトセンターは自前のシステムで
そうした作業を処理していたが、細かな調整を自動で行うことが
できないうえ、版元から支給されたデータを組版用に変換するプロ
グラミングに非常な労力を要していた。
　さらに、市場では書籍コンテンツを CD-ROMや電子辞書などの
かたちで求める声が高まり、出版社はこれに応えるため書籍デー
タベースの二次利用を考えはじめていた。
　これを実現するには SGMLや XML形式で構造化した書籍デー

タを単一データベースに集め、変更を機敏にこなしながら多種メ
ディアに展開するインフラが必要だったが、当時のサンビプロダク
トセンターには、それを完璧にできるインフラが無く、マルチメディ
ア展開のフローも書籍制作と分かれていた。
　これでは、書籍データからの加工の際、繰り返しの修正を避ける
ことはできず、増えていく受注のボリュームを考えるとこのやり方に
は限界が見えていた。

APP導入で自動組版を実現

　データベースを一元化し、そこからダイレクトに組版を生成する
仕組みを実現するソリューションとしてサンビプロダクトセンターが
選択したのが APPだ。「APPにはプログラム言語や組版機能が豊
富に揃っているので、それらを組み合わせれば、いままで応えられ
なかったお客様の要件にも十分応えられると考えました」とサンビ
プロダクトセンター クロスメディア部 部長 黒見英利氏は導入理由
を話す。
　実際、APP はソフトウェア環境内で必要機能を追加する高い柔
軟性を備えている。クロスメディア部で APP の展開を指揮している
担当リーダー山口雅広氏もその点を指摘する

『今日の治療薬2010』（南江堂） 「折組み」「判断組み」も自動組版で対応
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「たとえば文字列操作を得意とする Perl言語を使えるので、複雑
な条件分岐が可能です。そのほか位置情報を自動で判断する機
能があり、罫線が途中で中折れするような特殊なページフォーマッ
トにも自在に対応できる。単位記号、カンマやピリオド、アルファ
ベットなどの書体の細かな指定には合成フォント機能があり、さら
にはタイトルの幅の調整、ヘッダーやツメ、ノンブルといった指標の
更新なども自動で行えます。要するに、起動から印刷まで一括処
理ができるというわけです」
　以前、別工程で進められていた書籍データのマルチメディア展開
も、APPの導入で作業フローが一元化されたほか、データ変換の
負荷が 90％も削減できた業務もあったと山口氏は話す。
　また、APPは版元の編集作業の軽減にも役立っている。分厚い
書籍の任意のページに散在する「参照」情報を自動で特定できる
ので、目視で赤字を入れる必要がなくなったほか、編集の最終段
階に手作業していた索引の編集が自動で行えるようになった。

「ワンソース・マルチユース」の時代へ

　今後、印刷出版業界ではWebをはじめとする多様な形式による
「書籍」コンテンツの出版に拍車がかかる。そこでは SGMLや XML
といった構造化言語のデータベースをもとにした「ワンソース・マ
ルチユース」の展開が求められるようになる。サンビプロダクトセン
ターは Arbortext Advanced Print Publisherの導入によって、そ
のための堅固なインフラを手に入れたといえるだろう。
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Arbortext Advanced Print Publisherの編集画面
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Arbortext

Arbortext は、オーサリング、パブリッシング、テクニカル イラストレーションをすべて
構造化し、ダイナミックに製品情報を提供する製造業向けソリューションです。
Arbortextのサービス情報ソリューションによってお客様は、製品の設計や構成
データを再利用し、ライフサイクル全体を通じて製品のオペレーション業務やメイン
テナンス、サポート サービスを改善するために、適切な製品情報を、必要な時に、
自動的に提供できるようになります。出版業界でも高い評価を受けるこのソリュー
ションは、高品質な出版物を作成することができます。
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